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シリーズ地域に学ぶ子どもたち・・・⑪

「お菓子食べるy_jと出されだ箱を開けだ途端¥細長

いものガピヨ一一ンO 思わず「キャ_jそして笑い。牛乳

/ '¥ツクと輪ゴムで作つだ¥名付けてピックリヘヒ・でしだ。

上野万公民館でオ月竹巳に行われだ手作りおもちゃの会

では¥笑いの中「時間延長」の声もあがっていましだ。



阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

2
年
。
全
国
か
ら
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、
そ

の
数
は
震
災
か
ら
一
年
間
で
延
べ

1
3
8
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
重
油
流
出
事
故
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輸
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
魚
津
市
に
も
、

高
校
生
や
団
体
な
ど
か
ら
作
業
援
助
や
資
材
提
供
の
申
し
込
み
が
来
て
い
ま
す
。

災
害
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
常
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
今
月
の
広
報
で
は
、
在
宅
の
お
年
寄
り
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

手
作
り
の
弁
当
を

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
た
め
に
月
2
、

3
回
、
弁
当
を
作
っ
て
い
る
、グ
ル
ー
プ
が
、

上
野
方
、
上
中
島
、
経
団
地
区
に
い
ま
す
。

経
団
地
区
の
は
ま
ぐ
り
の
会
で
は
、
初
名
の

会
員
が
交
代
で
弁
当
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
お

年
寄
り
が
食
べ
や
す
く
喜
ん
で
も
ら
え
る
も

の
を
」
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
が
ら
メ

ニ
ュ
ー
作
り
。
卵
焼
き
や
肉
団
子
の
あ
ん
か

け
な
ど
9
品
が
彩
り
も
鮮
や
か
に
弁
当
箱
を

飾
り
ま
す
。

「強
制
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

意
志
で
や
っ
て
い
る
か
ら
楽
し
い
ん
で
す
。
み

ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
作
る
の
も
い

い
で
す
よ
」
。
手
作
り
の
弁
当
は
民
生
委
員
が

a 

受
け
取
り
、
お
年
寄
り
の
元
へ
届
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
民
生
委
員
、
弁
当
を
作

る
人
と
い
う
2
種
類
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協

力
し
て
、
弁
当
を
届
け
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
成
り
立

っ
て

い
ま
す
。
作
る
人
も
食
べ
る

人
も
お
互
い
を
知
り
ま
せ
ん
が
、
作
る
人
は

「お
い
し
か

っ
た
と
言
っ

て
た
よ
、
と
い
う

声
を
民
生
委
員
き
ん
か
ら
聞
く
と
、
や

っ
ぱ

り
う
れ
し
い
で
す
ね
」
。

グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
「
福
寿
荘
L

で
は

一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
江
地
区
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
「
福

寿
荘
」

は
、
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
ゃ
日



中
ひ
と
り
で
話
し
相
手
の
い
な
い
お
年
寄
り

な
ど
を
受
入
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
や
趣
味
活
動
、

入
浴
、
昼
食
な
ど
で
一
日
過
ご
し
て
も
ら
う

施
設
で
す
。
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

突
然
取
材
で
訪
問
し
た
と
き
は
お
年
寄
り

た
ち
が
ゲ

l
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
を
組
み
立
て
た
後
は
、
か
る

た
遊
び
。
ひ
と
り
が
「
い
ぬ
も
歩
け
ば
棒
に

あ
た
る
」
な
ど
と
し
っ
か
り
読
み
上
げ
、
ほ

か
の
お
年
寄
り
が
「
い
」
の
札
を
採
し
ま
す
。

先
に
見
つ
け
て
も
相
手
の
方
が
近
け
れ
ば
「
そ

こ
に
あ
る
」
と
お
互
い
に
協
力
し
合
い
ま
す
。

職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
ど
こ
に
あ
る
か

な
」
と
助
言
や
ム
ー
ド
作
り
に
徹
し
て
い
ま

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
江
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
募
集
し
、
現
在
叩
名
が
登
録
し
て
い

ま
す
。
午
前

・
午
後
そ
れ
ぞ
れ
2
名
ず
つ
が

活
動
し
一
人
平
均
で
は
月
2
回
の
参
加
で
す
。

「月
1
、
2
回
で
す
け
ど
こ
こ
に
く
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
し
、

社
会
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。
礼
儀
や
し
き
た

り
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
よ
」
と
は
、
こ
の
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来

て
い
た
菅
沼
瑞
枝
さ
ん
(
本
江
)
。
職
員
の
西

岡
静
子
さ
ん
が
「
利
用
者
の
方
と
あ
る
程
度

年
齢
の
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
割
合
多
く
て
、

会
話
も
は
ず
み
ま
す
し
、
生
き
生
き
し
て
く

る
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
効
果
を
語
り
ま
す
。

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
寿
荘
に
は
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
ま

す
。
木
内
正
義
き
ん
(
北
鬼
江
)
は
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
毎
朝
、
福
寿
荘
へ
お

年
寄
り
を
送
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

5
月
、

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
依
頼
さ
れ
て

「
退
職
し
た
し
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
」

と
引
き
受
け
ま
し
た
。

「朝
、
出
勤
す
る
の

と
同
じ
。

こ
の
お
か
げ
で
生
活
が
規
則
正
し

く
な
り
ま
す
。
初
分
ほ
ど
の
さ
さ
や
か
な
こ

と
で
す
が
、
手
伝
い
で
き
て
、
そ
れ
が
自
分

の
楽
し
み
で
す
」
。

木
内
き
ん
は
侃
歳
で
す
。
魚
津
市
の
ほ
山
歳

以
上
の
高
齢
者
は

8
、
9
3
3
人
(
平
成
9

年
1
月
1
日
現
在
)
、
人
口
の
約
問

・
5
%
を

占
め
ま
す
。
し
か
し
そ
の
大
多
数
は
健
康
な

方
々
で
す
。
健
康
な
お
年
寄
り
が
具
合
の
悪

い
お
年
寄
り
を
援
助
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
大
切
な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ーーーーーーー圃・・・ ~I_ rj 

ミ
齢
可

帰
り
は
吉
島
喜
美
子
さ
ん
(
大
光
寺
)
と

大
多
賀
貞
子
き
ん
(
友
道
)
が
交
代
で
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
2

人
が
「
送
迎
が
あ
る
な
ら
利
用
し
た
い
」
と

い
う
声
を
聞
い
た
か
ら
で
し
た
。

施
設
が
古
く
手
狭
だ
。
ま
た
今
後
、
介
護
、

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
十
分
確
保
で
き
る
の

か
な
ど
難
し
い
問
題
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
地
域
で
お

年
寄
り
を
介
護
す
る
と
い
う
福
寿
荘
の
試
み

は
、
次
第
に
根
付
き
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

在
宅
の
お
年
寄
り
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
近
所
の
お
年
寄
り
に
よ
る
「
声
か
け
」

運
動
、
魚
津
地
域
建
築
組
合
青
年
部
が
行
っ

て
い
る
住
宅
修
繕
、
小

・
中

・
高
校
生
な
ど

に
よ
る
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
も
活
発
で
す
。

あ
な
た
の
参
加
を

得
っ
て
い
ま
言

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
百
楽
荘

2
階

8
2
1
8
3
8
8
)

a 

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

|
|
重
油
流
出
事
故
|
|

魚
津
市
で
は
、
1
月
2
日
に
発
生
し
た
重

油
流
出
事
故
に
対
し
て
、
対
策
本
部
を
設
置

し
、
情
報
の
収
集
及
び
回
収
資
材
の
準
備
等

に
務
め
て
い
ま
す
。
沿
岸
パ
ト

ロ
ー
ル
は

1

月
口
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幻
の
団
体

・
個
人
の
皆
さ
ん
か
ら

資
材
の
提
供
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
1
月

μ
日
現
在
)

準備された回収資材
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2
月

η
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(
月
)
E
B
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月

η
日
(
月
)

今
年
も
税
金
の
申
告
を
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
所
得
税
の

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
期
間
は
、

2
月
打
日
か
ら

3
月
行
固
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
、
忘
れ
ず
正
し
い
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
の
際
に
は
、
給
与
所
得
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

③
雑
損
や
医
療
費
な
ど
の
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
方

④
給
与
支
払
報
告
書
、
ま
た
は
公

的
年
金
な
ど
の
支
払
報
告
書
の

提
出
が
な
か
っ
た
方

-
申
告
が
必
要
な
方

①
営
業
・事
業
所
得
な
ど
の
あ
る
方

②
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
や
不

動
産
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方

-
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

お
早
め
に
、

春
の
確
定
申
告
。

書
を
提
出
さ
れ
る
方
、
ま
た
は

提
出
さ
れ
た
方

②
会
社
や
事
業
所
な
ど
勤
務
先
で

源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方

③
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方

-
申
告
は
正
し
く
、
お
早
目
に
/

申告と納税は、正しく、お早めに.;主常明拐罪，.

市
県
民
税
の
申
告
書
は
、

2
月

中
旬
に
配
布
し
ま
す
。
同
封
の
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
よ
く
読
ん
で
、

必
要
事
項
を
正
し
く
記
入
さ
れ
、

3
月
口
日
ま
で
に
市
役
所
税
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申

告
相
談
所
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の

確
定
申
告
と
還
付
申
告

-
確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産

収
入
が
あ
る
方
、
不
動
産
を
売

平成8年魚津市の

火災と救急
平成8年の火災発生は9件、救急出動

は932件で、平成7年よりそれぞ、れ6件、

54件減少しました。また、救助出動は28

件で17名を救助、海難救助艇「雄山丸」

は2件に出動し 6名を救助しました。

区 分 出場件数搬送人員

急 病 504人 476人

交通事故 172 205 

一般負傷 116 110 

その他 140 127 

メE入3 言十 932 918 

救急、の概要

区 分 出場件数 救助人員

交通事故 15 f牛 10 人

移提和成4こ 1 よる -Lj>;.jl&

水難事故 5 4 

その 他 7 3 

メE入3 計 28 17 

救助の概要

出動場所

朝日町泊沖

新潟県境沖

a 

海難救助の概況

l月・日|事故種別

区 分 平成 8年

火災件数 9 111: 

建物火災 6 

車両火災 2 

その他の火災 l 

焼損棟数 7 F来

全 焼 2 

音E 分 焼 2 

ほ. や 3 

焼損面積 253 m' 

害 古賀 42，285千円

建 物 40，250 

車 両 5 

そ グ〉 他 2，030 

死 者 2 人

火災の概要



っ
一た
方
な
ど
で
、
昨
年
中
の
所

得
合
計
額
が
基
礎
控
除
や
配
偶

者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
合
計

額
を
超
え
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
2
、
0
0
0
万
円
を
超
え

る
方

③
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方

④
給
与
以
外
の
所
得
が
、
2
0
万

円
を
超
え
る
方

-
還
付
申
告
が
で
き
る
方

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
医
療
費
控

除
や
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を

受
け
る
方

②
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
に

税の /問、Jh--;
1，.#，;'1(¥ り

申告相談所を<í~ コ'…

開設レま宮

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方

③
所
得
の
少
な
い
方
で
、
配
当
な

ど
の
所
得
の
あ
る
方

-
所
得
税
の
特
別
減
税

特
別
減
税
は
、
平
成
8
年
分
所

得
税
の
納
税
者
に
対
し
て
、
原
則

と
し
て
、
所
得
税
の
日
%
相
当
額

を
納
付
す
べ
き
所
得
税
額
か
ら
控

除
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
日
%
相
当
額
が

5
万

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

5
万
円

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

平
成

8
年
分
の
所
得
税
額

×
 

R
d
-
0
 

1
E
O
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一一

特
別
減
税
額
(
最
高

5
万
円
)

市役所税務課内

相談期間 2月17日(月)r'-J3月17日(月)
午前8時30分~午後5時15分

(土曜・日曜日は休み)

地区別の臨時相談所も開設しますので

どうぞご利用ください。

会場

-
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

平
成
8
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
に
は
、
「
特
別
減
税
額
」
欄

が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
特
別

減
税
額
の
控
除
漏
れ
や
計
算
誤
り

が
な
い
よ
う
ご
注
音
ふ
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
さ
れ
た

給
与
所
得
の
あ
る
方
が
申
告
す
る

際
に
は
、
年
末
調
整
で
特
別
減
税

さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
源
泉
徴
収
票
に
特
別
減

税
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
記
載

漏
れ
や
控
除
漏
れ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
与
支

払
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

相談日 該当地区 ぷz〉z、 場

2月19日制 片員地区 片員公民館

2月20日(木) 松倉地区 農協松倉支所

2月21日倒 天神地区 農協天神支所

2月24日(月) 上野方地区 上野方公民館

2月25日(火) 経団地区 経団信用農協

2月26日制 西布施地区 農協西布施支所

3月3日(月) 下中島地区 農協中島支所

3月4日(火) 上中島地区 農協中島支所

午前9時~午後4時

。申告に関する問い合わせ

市役所税務課課税係

ft23-1009 

相談時間

優
良
消
防
団
員
表
彰

1
月
6
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市

消
防
出
初
め
式
で
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

V
富
山
県
消
防
表
彰
(
現
場
表
彰
)

小

林

忠

志

竹

中

秀

一

上

里

隆

浩

森

本

邦

彦

高

木

賞

早

崎

嘉

博

河

崎

節

夫

谷

口

賓

宮

嶋

貞

美

長

谷

河

修

先

名

昭

雄

窪

田

勲

中

山

修

杉

本

輝

雄

V 
畠大大大小肥松中 j賓 表富
山崎谷屋林塚田村元彰山

県
消
防
協
..o.. 
ヨ玄

魚
津
支
部
長

直哲和宏宗敏真 j青
進武一彦彰義浩人秋

竹

英

俊

山

本

正

勝

梅

田

政

孝

尾

谷

義

昭

米
津
陽
一

仲

俣

利

則

藤

田

茂

春

日

茂

佐
々
木
康
宏

浜美早
多谷川

a 

航
海
安
全
を
願
っ
て

魚
津
市
航
海
安
全
、
大
漁
祈
願
祭
が
1
月
お
日
、
魚
津
漁

業
協
同
組
合
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
既
に
2
件
の
遭
難

事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
席
者
は
航
海
の
安
全

を
改
め
て
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
次
の
方
々
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

0
魚
津
市
出
漁
団
団
長
表
彰

猟

田

雄

輔

浦

島

慎

一

0
魚
津
市
長
感
謝
状

(
沿
岸
沖
合

漁
業
功
労
)

浦

山

安

雄

生
津
江
茂
樹

斉

藤

信

一

横
田

豊

甚鶴
清 孝 松
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中学校時代の「いい男、いい女」が語る20歳の抱負

青春メッセージを読み上げるため登場した平内憲治君(三田)

豊かな実りを願って
せん

りんご努定講習会

おいしいりんごがたくさん実を付けるよう

にと、りんごの木の努定講習会が 1月24日、

六郎丸にある県果樹試験場で行われました。

富 山県果樹協会のりんご部会が実施したもの

で、県内の会員約100人が参加。

努定は無駄な枝を払って日当たりを良くす

るもので、樹勢を強くし品質を高めるために

は欠かせない作業です。青森県りんご試験場

の渡辺政弘研究管理員が講師となり、実際に

作業をしながら、無駄な枝の見分け方などを

説明。 あいにくの雨空でしたが、参加者は熱

心に聞き入っていました。

平
成
九
年

魚
津
市
成
人
式

平
成
九
年
一
月
十
五
日
制刷

新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

頑張れ、 768人の新成人
成人式(1月15日、新川文化ホール)

今年は、新成人を中心に構成された実行

委員会を組織し、昨年までとは一味違った

「成人式」。雪もなく、晴れ着の女性には

有難い 1日となりました。

『ノくトルトーク ・スタジアム」で幕を開け、

新成人代表に記念品が渡された後、優良青

年の表彰がありました。アトラクションで

は、中学 3年生時の担任の先生による思い

出の写真説明もあり、なつかしさも手伝っ

てホール内の新成人からあちこちで歓声が

あがっていました。式典が終了した後も、

近況報告などの話 に花が咲いているようてい

した。

[>優良青年等表彰 (敬称略)

(市教育委員会表彰) 谷口 博(石垣)

上里 |加告(本町)

同臨泌持制時制L跡"・ ~<F.，:!，f;~j:r，. ;'~1知的悩話回忌~;;!~~J~\T~\曲~)γ3・f官、?!:号、知

a 



寒そう~
武道合同稽古始め会

おとそ気分もぬけない 1月 5日、恒例の

魚津市武道合同稽古始め会が行われました。

柔道、剣道、空手、林道、弓道の各団体か

ら約200名が参加し、気持ちを新たに鍛練

に努めました。

式が終わった後、各種目に分かれて総合

体育館内で汗を流してー・ と思ったら、林道

だけはおもむろに雪の積もった外に出て吉

田グラウンドへ。空は青空、 と言えども裸

足では冷たそう 。 それでも子どもたちは大

きな声で気合をかけていました。

館内で見ていた父兄から思わず一言。

「寒そう ~J

量気持乙'"夕凪イカ骨f*

:銀撚滋繍器禁開:混成立棺惚尽蔵

魚島崎会金銅骨格と柑ケa島

原11倉公・に隊.ツuヨシゾS品調~.オオシマザヲ

控説:~鈴?肌Zb44福寺f:
Z星iZJお弘樹1鵠aJお品?

a 

_.._ー

まちの
地域の催しものなど、

企画広報室広報

魚津市のホームページを開設
インターネッ ト

インターネ ッ トを導入している自治体の割

合は、全体の1/4程度(平成8年10月発行「全

国自治体インターネット白書'96Jによる) と

か。急速な高度情報化通信技術の発展には目

をみはるものがあります。

1月20日、魚津市も行政、観光情報などを

盛り込んだインターネットホームページを開

設しました。まだ改良すべき点もありますが、

イラストや写真 をふんだんに使い、楽しい内

容となっています。

お気軽にアクセスしてください。

アドレスは http://www.city.uozu/toyama.jp
メールは kikaku@city.uozu.toyama.jp



~K口 ~N口
同~~白白A

お寄せください…
「憩いの広場」は、みなさんに登場してい

ただくページです。各コーナーに出てい

ただける人やグループを募集しています。

企画広報室広報広聴係包23-1015

元
気
く
ん

海
野

孝
幸
く
ん

(
天
神
野
新
)

(
広
明

・
さ
お
り
夫
妻
の
次
男
)

平
成

7
年
日
月
初
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

健
康
で
、
元
気
に
育
っ
て
く
だ

去
」
い
。

の
人こ

の
グ
ル
!
フ

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

本
堂
の
な
か
に
石
油
ス
ト
ー

ブ
が
数
個
。
そ
の
周
囲
を
笑
顔

が
包
ん
で
い
ま
す
。
身
近
に
味

わ
う
寄
席
の
雰
囲
気
。
お
客
さ

ん
に
も
、
ご
く
自
然
に
笑
い
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

J
犬
、
っ
門
に
は
福
来
た
る
。

新
年
に
入
っ
て
か
ら
「
重
油
流

出
事
故
」
な
ど
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
を
一
蹴
す
る
よ
う
な
笑
顔
を

求
め
て
、
長
円
寺
で
1
月
げ
日

行
わ
れ
た
『
し
ん
き
ろ
う
寄
席
』

の
会
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

斉
藤

山

λ

有
海
ち
ゃ
ん

(北
鬼
江
)

(幸
人

・
直
美
夫
妻
の
次
女
)

平
成

7
年
9
月

3
日
生
ま
れ

'レ

F
 -d

o
h
 

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
ね
。

お寺で、寄席を

開いている
池原真人さん

(36歳 ・新角川 )

「
最
初
は
、
お
寺
と
い
う
場
で

何
か
を
訴
え
た
い
と
考
え
た
ん
で

す
。
し
か
し
大
上
段
に
構
え
る
よ

り
、
ま
ず
地
域
に
オ
ー
プ
ン
な
お

寺
に
し
た
い
と
思
っ
て
・:
」
池
原

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

『
し
ん
き
ろ
う
寄
席
』
と
し
て

は
今
回
が

4
回
目
で
す
が
、
活
動

を
始
め
た
の
は

u
i
U
年
前
。
第

1
回
は
新
屋
英
子
(
映
画

J
子
校
』

な
ど
に
も
出
演
)
さ
ん
の
一
人
芝

居
だ
っ
た
と
か
。
そ
の
後
、

「
童
話

の
朗
読
と
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
ハ

l
プ

の
調
べ

」「
木
造
り
三
味
線
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
な
ど
も
呼
び
、
現
在
の

よ
う
に
「
落
語
」
に
親
し
ん
で
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
す
で
に

8

回
を
数
え
ま
す
。

『
落
語
を
本
堂
で
や

っ
て
:・
』

「
門
徒
の
人
に
も
私
に
も
、
ど
う

か
と
い
う
こ
だ
わ
り
は
勿
論
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
回
を
重
ね
て

い
く
う
ち
に
、
楽
し
ん
で
頂
け
る

の
な
ら
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
L

と
池
原
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

当
日
は

ω名
前
後
の
観
客
が

あ
り
ま
し
た
。
女
性
客
や
若
い

人
も
増
え
、
会
と
し
て
は
定
着

し
て
き
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
採
算
面
で
は
決
し
て
楽

で
は
な
い
は
ず
で
す
。

「
今
後
も
、
年
1
回
の

ペ
ー

ス
で

『
し
ん
き
ろ
う
寄
席
』
は

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
難
し
い
し
大
変
で

し
ょ
う
が
、
当
初
や
っ
て
い
た

よ
う
な
、
何
か
問
題
提
起
の
で

き
る
も
の
も
や
り
た
い

」。

市
内
に
は
、
他
に
も
寄
席
を

聞
い
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
比
較
的
地
味
な
こ
れ
ら

の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、

皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
の
が
一
番
の
よ
う
で
す
。

a 



子供がまだ小さいので、今は何もやっていないけれど、

夏になったらサ ッカーや釣りを始めたいそうです。「へアー

サロンを新築しているので、何かと忙しいです」とのこと 。

お客さんでもある佐々木さんへ

趣味は、夏はジェ ットスキー。冬.は子供の頃からやって

いるスキー。いよいよシーズンで、 雪を求めて県内外を忙

しく飛び回っているそうです。

「結構仕事に忙しいです。でも、 UI誌を見つけては子供と

ショ ッピングをしたり、暖かいときはへたなゴルフをした

りするのが楽しみです」とおっしゃる住田さん。

『まちかと‘伝言板』で、

紹介されたら、テレな

いで友だちの輪に参加

してく ださい。

お願いしま ~す。

わたしから、
あなたヘ......

まちかと

幸治さん(六郎丸)

奥きんのお友達、住田さんへ

-ゆ

佐々木

( 3月号へ)仕事でのお付き合い、村J憶さんへ

-令住田真由美さん(吉島)

ラ..，見たまま
感じたまま

トゥーフィク・メッサービさん

(魚津工業高校スポーツ国際交流員1
〔アーチェリー〕 吉島在住/

ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、
私
は

1
9
7
0

年
に
ス
イ
ス
の
近
く
に
あ
る
フ
ラ

ン
ス
の
ベ

ッ
ソ
ン
ソ
ン
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
6
人
兄
弟
の
一
番
上

で
す
。
ベ
ッ
ソ
ン
ソ
ン
は
山
の
近

く
に
あ
る
大
学
の
た
く
さ
ん
あ
る

街
で
す
。
冬
の
気
温
は
平
均
で
氷

点
下
ぽ
に
な
り
、
ム

ッ
ト
ゥ
と
い
う

街
で
は
最
低
気
温
が
氷
点
下

ω
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
故
ρ

小
さ
な

シ
ベ
リ
ア
。
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
来
る
前
に
、

U
F
R
ス

タ
ッ
プ
ス
大
学
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、
障
害
を
持
つ
人
が
社
会

に
出
る
た
め
の
治
療
の
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。

普
通
、
自
の
見
え
な
い
人
は
、

自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
を
す
る
こ
と
で
、
半
径

ω
μ

ま
で
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

(写真左)

を
通
し
て
自
分
の
体
に
つ
い
て
の

能
力
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
に
限
ら
ず
、
柔
道
、
水

泳
、
ス
、
JI--

‘
|
、
ス
ケ
ー
ト
な
ど
で

も
同
じ
で
す
。
障
害
者
だ
け
で
な

く
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
先
生
に
な

り
た
い
人
に
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を

教
え
て
い
ま
し
た
。

魚
津
に
き
て
か
ら
5
か
月
に
な

り
ま
す
が
、
魚
津
の
人
達
は
大
変

親
切
で
す
。
富
山
県
の
魚
は
、
新

鮮
で
お
い
し
い
で
す
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
先
生
達
と
は
い
い
仲
間
で

す
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
学
生
は
、

皆
目
的
を
持
っ
て
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

時
々
フ
ラ
ン
ス
語
で
皆
さ
ん
に

話
し
て
み
た
い
で
す
。
し
か
し
、

日
本
語
を
早
く
覚
え
て
、
文
章
も

書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

自



一滋

座屈
圃
圃
@己
圏

第

3
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出
期
間
、
か

残
り
わ
ず
か
で
す

国
民
年
金
加
入
者
の
う
ち
、

被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

を
、
第

3
号
被
保
険
者
と
い
い

$
A
V
十
ヲ
。

そ
し
て
、
配
偶
者
が
被
用
者

年
金
に
加
入
し
て
い
る
聞
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て

い
る
と
扱
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

該
当
し
て
い
て
も
、
届
出
を
し

て
い
な
い
と
保
険
料
を
納
め
て

い
る
と
は
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。

届
出
が
遅
れ
た
と
き
は
、

2

年
に
限
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
納
付
済
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間

は
、
時
効
と
な
っ
て
保
険
料
未

納
期
間
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

届
出
が
遅
れ
る
と
、
将
来
年
金

を
受
け
取
る
と
き
に
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

今
年
の

3
月
末

固
ま
で
に
特
例
届
を
提
出
す
れ

V
問
合
せ
先

市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

合
お

|
1
0
1
2

富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団

「
い
き
い
き
友
の
会
」

会
員
募
集

英語でおしゃべりしませんか

インクリッシユサロン
2月5自体:)18:30'"'"'20:00 

一一一-(>一一一一一 (>一一一一-(>一一一一一

冬のあったか

英会話教室

2月18日、 25日

3月4日、 11日、 18日

(計 5回)

いずれも火曜日、

14 : 00 ~ 15 : 30 

市役所第一会議室

15名(受講料無料)

へレン ・ケ不ディ

(市国際交流員)

砂場所

惨定員

砂講師

仕事と介護両立

支援セミナー

3月3日(月)

13 :30~ 16 :00 

・東京第一ホテル

魚津

働きながらの介

護についての講演

とビデオです。

砂定員 70名

(定員になり次第

締切ります)

魚津市男女行動計画の

「愛称募集」
男女がお互いに自立し、社会のあらゆる分野

でともに責任をわかちあえる社会を目指して、

魚津市では、男女協力プランを作成中です。

この計画に愛称、をつけてください。

砂要件内容にふさわしく、わかりやすい

1000プラン」と表せるもの

(字数の制限はありません)

2月28日 (必着)

はがきに「愛称」とあなたの住所、氏

名、電話番号を記載の上郵送してく

ださい。FAXでも結構です。

採用の方には通知し、謝礼を差し上げ‘ます。

砂締切り

砂応募

方法

血

〒937魚津市釈迦堂1-10-1魚津市役所

企画広報室国際交流・女性係 ft23-1017FAX23-1054 
以上の応募・申込み・問合せ先
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相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

相
続
登
記
・
遺
言
の

無
料
相
談

相
続
登
記
を
何
代
に
も
わ
た

っ
て
放
置
し
て
お
く
と
権
利
関

係
が
複
雑
に
な
り
、
後
日
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

V
日
時

2
月
日
日
(
土
)

午
前
日
時
j
午
後
3
時

V
場
所

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

2
階
(
旧
市
民
会
館
)

V
問
合
せ
先

富
山
県
司
法
書

士
会
魚
津
支
部

8
0
7
6
4
|
η
|
4
7
4
6
 

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

訓
練
生
募
集

魚
津
建
築

高
等
職
業
訓
練
校

V
訓
練
期
間

2
年
間

(月
4
回
/
毎
週
水
曜
日
)

V
申
込
期
限

2
月
幻
日
(
土
)

.
男
女
を
聞
い
ま
せ
ん

0

・
経
費

事
業
主
負
担

訓
練
終
了
者
に
は
、
県
知
事

の
認
定
修
了
書
が
交
付
さ
れ
、

国
家
試
験

2
級
技
能
士
の
受
験

資
格
(
学
科
試
験
は
免
除
)
が

得
ら
れ
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

8
n
|
5
0
7
8
 

受
講
生
募
集

黒
部
職
業
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

つ
ど
い

2
月
8
日
(
土
)

午
後
l
時
j

4
時

V
場

所

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
l
ト
魚
津

・
内
容
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

-
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

・
講
演
会

演
題

「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
」

講
師

北
陸
郵
政
局
貯
金
部

米
泉

貴
夫
氏

・
入
場
無
料

(申
込
み
不
要
)

I
l
l
a-
-
-
-

。ll
l
・
-
-
-
-

V
日
時シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

よ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

求
め
ら
れ
る
も
の
」

申
告
書
の
作
成
や
税
務
相
談

V
募
集
定
員

住

宅

営

繕

科

目

施

設

や

学

校

関

係

者

、

ボ

ラ

に
応
じ
ま
す
。

名
・
イ
ン
テ
リ
ア
施
工
科
目
名
・

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
抱
え
る
問
題

V
日
時

2
月

μ
日

(

月

)

情

報

ビ

ジ

ネ

ス

科

別

名

や

夢

に

つ

い

て

話

し

合

い

ま

す

。

午
前
9
時

i
午
後
4
時

(

男

女

を

問

い

ま

せ

ん

)

V
日
時

2
月
お
日

(
日
)

V
場
所

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

v訓
練
期
間

6
か

月

午

後

1
時

i

5
時

3
階
(
旧
市
民
会
館
)

V
申
込
期
限

3
月
日
日

(木
)

V
場
所

和
光
苑

(釈
迦
堂
)

V
問
合
せ
先

入
所
日

4
月

8
日

(

火

)

以

上

2
件
の
問
合
せ
先

魚

北
陸
税
理
士
会
魚
津
支
部

V
問
合
せ
先

黒
部
職
業
能
力
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
l
n
|
4
0
3
4

開
発
セ
ン
タ
ー

宮
臼
1
0
2
5
1

(百
楽
荘
内

)
8
n
|
8
3
8
8

一
険
一
冨
侮
議

(ω

詣
主
議
事
賦
や
ぬ
ま

υょ
ヨ
)

一

舗
げ
巴
怒
り
ま
宮
町
四
」
日
制

E
E対
多

画面軍軍軍

野外活動体験教室

『脅を舘居号』
2月22日(土)

，..._，23日(日)1泊2目

黒部青少年の家

市内の小学 6年生の男女

とその親

約15組 ・30人程度

歩くスキー ・スノーバレ

ー ・星座観察 ・かんじき

レース等

スポーツ講習会

「スポーツにおける傷害の

予防とテーピンク、J

対象

市教育委員会スポーツ課

ft23-1046 

...... ~ヨ

疋;貝

内容

2月27日(木)

午後7時，..._，g時

農村環境改善センター(六郎丸)

講師 クレイマープロダクツ

ジャノマンアスレチ ック

トレーニング事業部

市内在住または勤務して

いるスポーツ愛好家

砂申込み・問合せ先

a 

対象

市民バドミントン大会
2月16日(日) 午前 8時30分~

魚津市総合体育館

種別

く団体戦〉男子・女子ダブルス

く個人戦〉中学の部(男・女)

一般男子 ・女子の部

35歳以上男子の部

家庭婦人の部

参加資格 市内に在住または勤

務している方

申込方法 2月12日までに魚津

市総合体育館へ(ft22 -1263 ) 

砂問合せ先 市バドミントン協

会 合22-3728(保要)



lぉ知らせ|

都
市
計
画
道
路

魚
津
駅
友
道
線

変
更
に
よ
る
縦
覧

V
縦
覧
期
間

2
月
お
日
(
木
)1
3
月
6
日(木
)

V
縦
覧
場
所

市
都
市
計
画
課

・
事
業
地

友
道

・
本
江
地
内

.
変
更
内
容

幅
員
ロ
m
を
日
m
に
変
更

V
問
合
せ
先

市
都
市
計
画
課

岱
お
1
1
0
3
0

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
縦
覧

V
縦
覧
期
間

2
月
お
日
官
)1
3
月
9
日
官
)

V
縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
魚
津
市
役
所
総
務
課
内
)

V
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
窓
お
|
1
0
1
9

農
振
除
外
申
請
は

2
月
却
日
ま
で
に

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る

場
合
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農

用
地
か
ら
農
用
地
以
外
へ
の
用

途
の
変
更
(
除
外
申
請
)
を
行

い
、
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

申
請
に
あ
た

っ
て
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課

振
興
係

mu
n
-
-
0
3
2

農
業
経
営
改
善
を

め
ざ
す
み
な
さ
ん
へ

経
営
簿
記
研
修
会

V
日
時

2
月
5
日(水)、

6
日
(木
)

日
日
窓
、
日
日
宋
)、
初
日
(
木
)

初
日
(
水
)
の
計
6
回

午
前
9
時
初
分
j
午
後

4
時

V
場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
l

(六
郎
丸
)

・
定
員

ω名
(受
講
料
無
料
)

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課

振
興
係

岱
お
|
1
0
3
2

山

身

障

害

者

家

族

慰

安

会

日
頃
、
心
身
障
害
者
の
介
護

を
し
て
い
る
家
族
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
た
め
に
、
心
身
障
害
者
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

V
日
時

3
月
2
日
官
)

午
前
日
時
l

v場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
「百
楽
荘
」

V
問
合
せ
先

市
身
体
障
害
者
連

合
会
(
川
上
)

窓
辺
1
2
4
9
4

主
任
児
童
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

1
月
か
ら
新
し
い

主
任
児
童

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
3
年
で
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
事
を
専
門
的
に
担

当
し
ま
す
。

(敬
称
略
)

0
大
町
地
区

布
施

宗
晴

窓
辺
1
4
6
9
6

0
村
木
地
区

古

金

三

良

E
M
1
0
5
5
7

0
下
中
島
地
区

高

慶

淑

子
宮
川仕
1
2
5
5
3

0
上
中
島
地
区

三
輪

圭
子
8
M
l
1
4
7
0

0
松
倉
地
区

谷

口

逸

夫

合
お
1
9
5
1
1

0
上
野
方
地
区

盛
永
多
美
子
宮
M
l
6
0
6
9

0
本
江
地
区

広

田

律

子

窓
辺
1
1
3
8
6

0
片
目
(
地
区

巌
寺

昌

弘
8
U
1
8
8
4
4

0
加
積
地
区

井

出

妙

子
宮
幻
1
0
5
9
0

0
道
下
地
区

高
瀬
利
津
子
宮

μー

0
6
5
1

0
経
団
地
区

後

藤

哲

雄

8
n
1
6
3
3
5

0
天
神
地
区

国

木

正

晴

包
幻
1
7
9
0
4

0
西
布
施
地
区

谷

越

恵

子
宮
汎
l
7
1
4
3

耳
の
日
の
つ
ど
い

V
日
時

3
月
2
日
(
日
)

午
後

1
時

1
4
時

(正
午
開
場
)

新
川
文
化
ホ

l
ル

1
0
4
会
議
室

(1
階
)

演
題

「難
聴
を
悪
化
さ
せ
る
耳

疾
患
と
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の

パ
ソ
コ
ン
活
用
に
つ
い
て
L

講

師

大

橋

耳

鼻
科
眼
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
医
院
長
(
黒
部
市
)

大
橋

直
樹
先
生

当
日
は
、
手
話
通
訳
や
要
約

筆
記
通
訳
、
補
聴
器
、
福
祉
機

器
の
展
示
や
聞
こ
え
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
(主
催
、
富
山
県

難
聴
者

・
中
途
失
聴
者
協
会
)

・
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課

福
祉
保
護
係

宮
お
1
1
0
0
5

V
場
所不

周
目
安
換

V
ゆ
ず
り
ま
す
・

足
温
器

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
総
務
課
怨
お
|
1
0
1
9

初
山
U

者
の
定
め
の

ワ
ー
プ
ロ

教
室

パ
ソ
コ
ン

ワ
ー
プ
ロ
教
室

2
月
日
日
(火
)j

幻
日
(念

パ
ソ
コ
ン
教
室

2
月
お
日
(火
)j

m
日
釜

・
時

間

午

後

6
時
初
分

1

8
時

ω分

・
定
員

各
初
名
(申
込
み
順
)

・
受

講

料

無

料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

E
M
1
9
5
7
9
(月
曜
日
は
休
館
)

女
性
の
た
め
の

き
ら
め
き
セ
ミ
ナ
ー

自

更
年
期
を
健
康
に
過
ご
し
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
も

っ
と
も

っ
と
輝
い
て
い
く
た
め

の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

V
日
時

2
月
初
日
(
水
)

午
後
1
時

ω分
1
3
時
初
分

V
場
所

和
光
苑
(
釈
迦
堂
)

演
題

「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
中
高
年
」

か
ら
だ
と
心
の
変
化
と
の
つ
き
あ
い
方

講

師

岐

阜
県
羽
島
市
民
病
院

産
婦
人
科
部
長

荒
堀

憲
二
先
生

.
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

魚
津
保
健
所

E
M
1
0
3
5
9
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2
月
の
歩
こ
う
会

V
日
時

2
月
日
日
(
日
)

午
前

7
時
印
分

J

R
魚
津
駅
集
合

電話相談
・市政情報テレホン・サービス

fi'22-3600 

.キャプテン・サービス (テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休恕所

・求人テレホン・サービス (魚津公共職

業安定所) 男子(月~木)

女子(金 ・土 )fi'24-8841

.税務テレホン・サービス (税務相談室

富山分室) fi'0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス (県保険医|お

会 ) fi'0764-42-0003 

10，000円

15，278円

10，000円

9，210円

200，000円

100，000円

1，000円

50，000円

907円

8，014円

J

R
西
入
善
駅
下
車
。
沢
杉

や
園
家
山
か
ら
、
黒
部
川
ま
た

は
荒
俣
経
由
で

J

R
生
地
駅
ま

で
歩
き
ま
す
。

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会

mu
μ
|
1
4
7
0
(
三
輪
)

2 月のテ

(月) 定期検診でわかること

(火) 水ぼうそう

(水 ) 頭痛の悩み

(木) 痛くない歯科治療の万法

(金) 痴呆症の初期症状

(ゴ二・日) JJ干JUi:長カボン

マ

50，000円

20，000円

1，550円

2
月
の

L
Pガ
ス

保
安
調
査

V
実
施
地
域

魚
津
地
区
(上
口

1
・
2
丁
目

諏
訪
町
、
港
町
)

V
問
合
せ
先

県

L
P
G
保
安

セ
ン
タ
ー
新
川
地
区
支
所

8
M
l
5
3
4
0
 

あ
り
"か
と
う

"こ
ざ
い
ま
し
た

片
貝
小
学
校
の

教
育
振
興
に

1
、
2
0
0
万
円
寄
付

米
沢
精
太
郎
氏
(
道
坂
)

市長に小切手を手渡す米沢さん(弘)

下水道の納期案内

~2月28日まで←

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

原
因
で
神
戸
市
か
ら

転
入
さ
れ
た
み
な
さ
ん
ヘ

神
戸
市
の
広
報
紙
の
郵
送
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

神
戸
市
広
報
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今月の納税

~2月28日までP

魚津市ボランティア連絡協議会 30，000円

布地 宗 H青 本 町二丁目 100，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

アン テ ロ ー プ 道坂 10，000円

漬守豊勝東町 30，000円

三井自動車(附友の会 天神野新 6，000円

魚津第二保育園峨民一 同 4，500円

魚、首H里t支村三悼よ4如官官 2，187円

さんふれんど力日新庖 340円

山西富美 子 金浦町 10，000円

|豆 名 12，000円

大野 鉱経田中町 50，000円

上口 2ギャンブラ 5，382円

紺屋町婦人会 3，045円

北陸銀行魚津支j南北脱会 39，682円

浜山定幸 新角川二丁目 100，000円

附 浜多隆諏訪町 100，000円

経津武志新角川二丁目 3，000円

自民党魚津市青年部青年局女性部 86，030円

附 北 陸精機社長谷口貞夫 10，000円

金山隆義虎谷 50，000円

高僑直喜三ケ 5，544円

砂社会福祉基金として

浦田はつゑ村木

匿名

関口 慶治 天神里子新

魚、j章ライオンズクラフー

オーアイ工業労働組合

TT魚津支庖有志一 同

魚、津工業高等学校

インターアクトクラフー

山西富美 子 金浦町

本江老人クラブ連合会

100，000円

30，000円

50，000円

52，153円

21，092円

38，213円

119，916円

10，000円

121，330円

(第4期分)(第4期分)

a 

jご寄イ寸ありがとう
ございましだ く敬称田fr>......l.......

砂善意銀行へ

(む)魚津銀金古島

北陸銀行魚津駅前支j苫

おでんの和泉家上村木 1丁目

紺屋町ときわ会新角川二丁目

(故)堀田みのる I平野

中u鳴秀一 本江元町

l五 名

五十井和久 中央通り 二丁目

魚津笹察署(小額拾得金)

愛 の募金利魚津伴察署

新川水僑信用金庫本庖

信金会会長片山l順一

桑山 みよ 中央通リ 二丁目

魚津市シノレノく一人材センター
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。
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参
加
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タ
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で
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。
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色
を
楽

し
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ま
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う
。

唇気楼の実験と

冬の屡気楼観察会

魚津名物 『霊気楼』につい

て、実験を通して学び、郷土

の自然を理解しよう 。

当日の気象条件がよければ

冬の霊気楼の観察も行います。

*会場 魚津埋没林博物館

*募集人員 20人程度

*対象 5年生以上~一般

2月22日(土)

午前10時~正午

砂申込み・問合せ先

魚津埋没林博物館

ft22-1049 

a 



市民無料相談(出)
砂市民相談 月~金曜日 9時-17時

砂行政相談 第l・第3木曜日 13時-16時

険法律相談(予約制)第4火曜日 1311寺-16時

いずれも市役所市民相談室 fi23-1015 

-・・砂人権相談 第2金曜日 13f1寺-16時

サンプラザ3階スタジオ広場

富山地方法務局魚津支局fi22ー0461

砂教育相談 月~金曜日 911寺-16時

第1・第3土1I1t日 911寺-12時

魚津市教育センタ- fi2:1-1717 

砂母子家庭・児童相談 月~金叫日 9時-1611寺

市役所社会悩祉課 fi23-100G 

砂乳幼児子育て相談 )-J -令i曜日 9時-16時

道下保育園 fi23-9179 

• • • 
砂就業相談 火・水・令眼目 911寺 -1611~'・

市役所商工観光課 fi23-1025 

惨高年齢者職業相談 片~金IIj
ll;日 911寺-1711寺

市役所高年齢者職業相談室 fi23-1091 

砂パート雇用相談 川~金IINR 911寺-]71時

ノfート雇用センター(サンプラザ11情)fi22-8152 

砂住宅相談 第2水IINI::l 1 Oll;'j: -1611~i 

市役所第 4会議主

主l、 ~~rl:地域住宅相談所 fi22-5078 

砂暴力団に関する相談 第4金IIN日 1311寺-1611与

市役所市民生活詩~ fi23-1004 

砂交通事故の相談

魚津市交通センタ- fi22-1747 

月~令凶日 911寺-17時

富山自動車保険請求相談センター

富山市7コク生命第2ビ/レ61清宮0764-32-2294 

月~金 IIl~ 日 911寺30分 -16時40分

。弁護士相談 第2 ・ 4木 11ft 日 1311.~':-16時

県民相談室(総合庁令内)包24-5311内線250

第3水lIu!日 10時-1511寺

日弁連交通事故相談センター (県弁護士会館)

fi0764-21-4811 毎週木lIitR 13時-16時

砂健康・介護相談

水11MR 9時-11時健康センター

惨福祉・介護相談 常時 (241時間)

;([宅介護支採センタ- fi24-8484 

炉心の相談 月~令|曜日 911寺-16時

砂エイズ相談 )-J -金時日 9時-1611寺

検査日 ・火11111日 1311寺-1511寺

砂女性のための餓相談 月・木曜日 9時-12時

いずれも 魚津保健所 fi24-0359

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時""16時 ft23-0899

5日
側

ホール

9日
日
ホール

俳優・佐野史郎の真髄に触れる

チュニジアの叡姫

ウインターマーチング'97

1伺0日I魚津m市小4 学校教育研究会 I
小ホール 研九大E

関係者

新川文化ホール

宮 23-1123 

. ~~~・

新川文化ホール

ft23-1123 

|魚津市小学校研究会
ft22-0441 

臼) うれしい 1年生の集い 13:30 整理券
| 北日本新聞社

ft0764-45-3326 
ホール

掲載したも州立{産物の一部てす。詳しし、ことは、サンプラザ、楽器庖なとにあるイベントガイドをご覧くだきい。

ミュ-Uη勺弓レ手
地域の音楽家が出演する
ミニコンサートです

毎週土曜日・正午~

• 2月T日…ギターコンサート

• 2月8日一ピ戸ノコンサート

• 2月刊日…大正琴のひびき

• 2月22日…トランベット
ピ戸ノ戸ンサンプルコンサート

村崎翼望絵薗展 墨号=~2!. 善 æ優子日本画展
2月14日告白まで 正予ヤヨυ= 2月24日伺)-3月四日(出

臨照掴目頭

|好評発売中グ|

S席 3，500円・ A席 2，500円

3月23日(日)開演15:00
新川文化ホール・大ホール

・メンデノレスゾーン

フィンガルの洞窟

・モーツアルト

ピアノ協奏曲

第24番ハ短調 K.491 

学生割引(大学生までをA席1，000円に割ヨ1)・ メンテソレスゾーン

交響曲第 4番

砂問合せ先/魚津市教育委員会 ft23-1045

IlW発売グ ミラージユホール寄席

砂問合せ先/新川文化ホール ft23-1123 

a 

「イタリア」イ長調

3月26日附
開演19:00

新川文化ホール・

大ホール

S指定席 3，000円

A席自由 2，000円

(当日500円高)
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、
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。
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児
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児
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国
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2月28日(金) 1 3 : 30~ 1 5 : 45 

お 話「アトピ-性皮膚炎とスキンケア」

富山労災病院皮膚科部長倉田幸夫氏

3月14日(金) 1 3 : 30~ 1 5 : 45 

お 話「生活環境を見直そう~夕、、ニ対策~J

座談会 「アトピー性皮膚炎と上手につきあうには」

両日とも個別相談も行います。〔要予約〕

申込み・問合せ 魚津保健所 ft24-0359

あとびっこ相談会アトピー性皮膚炎の
子どものためのDr.子育て講演会

2月19自体)14: 30""'" 16 : 00 

「冬に多い病気のみかた」

新谷尚久 富山労災病院小児科医

会場 魚津市子育て支援センター

問合せ (健康センター内 包24-0415)

あ)⑧⑧⑨⑧⑧⑧⑨⑧⑧⑧⑫

地区健康相談禽が始まOま宮

下中島公民館 17日(月)13:30~ 14 : 00 

道下公民館 9 : 30~ 10 :00 
24日(月)

村木公民館 13 : 30~ 14 : 00 

片貝公民館 9 : 30~ 10:00 

受付時間

25日(火)

27日(木)

実施日場ぷb、
:z:;: 

内容/

健診結果や健康生活 ・

栄養の相談、試食、血

圧測定、尿検査

無料・お気軽に

健康手帳をご持参くだ

さい。

E罫留軍国 対象:未就園児とその家族

実施日 受付時間 」Z合ス』 場

5日制 9 : 00~ 9:30 経団保育園

6日附 " 魚津愛育園

12日制 " 西布施保育園

13日附 " 道下保育園

14日働 " 野方保育園

)) 9 : 45~ 10 :00 健康センター

18日閃 " 
青島保育園
(青島すくすくサロン)

19日制 9 : 00~ 9:30 松倉公民館

20日側 " あけび保育園

大町公民館

蛇 回 公 民 館 9 : 30~ 1 0 : 00 
3/3日(月)

西布施公民館 13 : 30~ 14 :00 

健康センター 3/4日(刈 13: 30~ 14 :00 

9 : 30~ 10:00 

上野方公民館 9 : 30~ 10:00 
3/5自体)

浅 生 公 民 館 13: 30 ~ 14: 00 

会場:健康センター

自

内 容 実施日 ・受付時間

機 首巨 ヨ11 市東 6日・20日9:30-11:30 

健康 運動 相談会 27日(木) 13:30-15:30 

健診後の健康相談会
医師・栄養士も相談に応じます 20日(木) 13 : 00 -13: 30 

Z軍事i;璽~



①

い
ろ
い
ろ
食
べ
て
成
人
病
予
防

②
日
常
生
活
は
食
事
と
運
動
の
パ
ラ

ン
ス
で

③
減
塩
で
高
血
圧
と
胃
が
ん
予
防

④
脂
肪
を
減
ら
し
て
心
臓
病
予
防

⑤
生
野
菜
、
緑
黄
色
野
菜
で
が
ん
予
防

⑥
食
物
繊
維
で
便
秘
・
大
腸
が
ん
を

予
防

⑦
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
っ
て
丈

夫
な
骨
づ
く
り

⑧
甘
い
も
の
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑨
禁
煙
、
節
酒
で
健
康
長
寿

厚
生
省
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
指
針
」
よ
り

高
額
療
養
費
の
支
給

自
己
負
担
額
が

、
一
つ
の
病
院

で
月
額
6

3
、
6
0
0
円
(
住
民
税

非
課
税
世
帯
は

3
5
、
4
0
0
円
)

を
超
、
え
る
時
、
超
え
た
分
を
国
保
で

支
給
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
時
は
負
担
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

多
数
該
当

l
世
帯
で
前
ロ
か
月
の

問
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
支
払

い
が
4
回
以
上
あ
る
場
合
、
4
回
目

か
ら
は
3
7
、

2
0
0
円
(
住
民
税
非

課
税
世
帯
は

2
4
、
6
0
0
円
)
を
超

A

フ
す
ぐ
は
じ
め
た
い
、

2月1日-7日は成人病予防週間

日
本
人
の
死
因
の
約

ω
%を

占
め
る
が
ん
な
ど
の
三
大
成
人

病
は
、
喫
煙
や
食
事
な
ど
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
胃
が
ん
の
主
な
原
因
は
塩

分
の
取
り
す
ぎ
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

普
段
の
生
活
を
見
直
し
、
予

防
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

え
た
時
。

世
帯
合
算

同
じ
月
内
に
3
万
円
(
住

民
税
非
課
税
世
帯
は

2

1
、
0
0
0

円
)
以
上
の
医
療
費
の
支
払
い
が

2

回
以
上
あ
る
場
合
、
合
算
額
が

6
3
、

6
0
0
円
を
超
え
た
時
。

療
養
費
の
支
給

ね
ん
ざ
、
打
撲
な
ど
で
柔
道
整
復

師
に
か
か
っ
た
時
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ

ッ

ト
、
ギ
ブ
ス
な
ど
の
治
療
装
具
代
。

医
師
の
指
示
で
、
つ
け
た
、
は
り
、
き
ゅ

う
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
代
。

成
人
病
の
予
防

ゆ
側
人
自
制
予
防
@
程
ぬ
@

向
局
魯
渇
誼
鉢
削

魚津市健康センター
ft24-3999 宮周@偲侶据よD+休日当番医

健康センター僧築工事のため駐車場が狭くなっています。ご協力お願いします。

内容 と 対象 実施日 受付時間 ぷzzb、 場

マタニ(妊テ婦ィセとミそナのー家(A族コー)ス) 28日告白 9 : OO~ 9 :30 健康センター

股関節脱臼検診(満3か月児) 6日同 13: 00 ~ 13: 30 魚津保健所

4 か月児健診 13日側 13: 00 ~ 13: 30 

8 か月児健診 19日側 13: 00 ~ 13 : 30 

離乳食指導(8か月児) 21日働
健康センター

12 : 50~ 13 :00 

1歳 6か 月児健診 25日ekJ 13:00~13:30 

3歳児健診(3歳6か月児) 5、12日制 13 : 00 ~ 14 : 00 魚津保健所

4事

母子手帳

日 一 均支 医

2(日日) 
宮 元 医 院

内科
(本江 ・22-1393)

9(日日) 宮 本内科医・小児院科

(新角川 .22-0122) 

1ω 1日 山 岸 産医婦人院科

(上村木 ・24-5878)

1(6日日) 
米沢医外 院科

(新金屋 ・24-7777)

2(3日日) 
ピーチク産リニ婦ック

人科
(本江 ・22-7500)

新川病内 院科

(大光寺 ・24-3800)

対象疾病(対象児) 実施日 該 当 地 区

日本脳炎 18日ω 道下、上野方生後36か月 ~60か月

ツベルクリン反応検査 19団側 8か月児健診時に行います( 生後 8 か月 ~48か月 )

B C G 接種 21日働 離乳食指導も行います( 生後 8 か月 ~48か月

会場はいすれも健康センター。受付時間は13:30-14:00
なお、麻しん・風しんの予防接種は、所定の医療機関で受けてくだ

さい。

血

4夢
予診票
母子手帳

日 歯 科 医

2(日日) 
稲場歯科医院
(文化町 ・22-0243)

9(日日) 奥川歯科医院
(金浦町 .22-0090) 

1関1日 奥村島歯・ 科 医院
(吉 24-5757)

1(8日日) 小熊歯科医院
(村木町 ・24-6567)

2(3日日) 清水歯科医院
(浜経団 ・22-1121)

(谷上村川木歯・2科4-医35院40) 



写真は、昭和35年 1月の成人式の模様を撮ったものであ

る。当時は 、大町小学校の体育館で市内の新成人を祝った。

表彰をうけているのは青年団活動などに尽くした優良青年

の皆さんだろうか。 まだ娯楽が多様化 していないとき 、青

年団は地域活動とともに 、若い男女の交流の場でもあった。

昭和34年の皇太子ご成婚によって「ミッチーブーム」がま

きおこり 、テレビがようやく普及し始めたころである 。

昭和37年に市民会館(当初は産業文化会館)が完成し、

翌年から会場を移す。その市民会館も 、現在は市民研修セ

ンターとなった。新川文化ホールで成人式が行われたのは、

今年で 3回目となる 。成人式の簡素化が叫ばれたのはいつ

のころだったろう。ホールでは色鮮やかな振り袖とまぶし

い笑顔が、明日を祝っていた。

会ロ長 (2月) 2日(日) 市民体育大会〔スキー競技会〕

3日(月) 節分

4日(火) 立春

シυース⑮

3初芝.

成人式(昭和3附

9日(日) 魚津の朝市(8:00----魚津港魚市場)、ウインターマーチング'97(14:00----新川文化ホール)

11日(火) 建国記念の日

14日(金) 聖バレンタインデー

17日(月) 税の申告はじまる

24日(月) ふるさと講演会(18:00----東京第一ホテル魚津)

i)レーズソックス」に 、『だらしない.JJIF今時の学生は』と言ってい るお父さん。ひょ っとして、数十年前に 「ラッパズボン 」、

はいて怒られませんでしたか?ともかく 、若者は流行に敏感。ただし、これ以上流行って欲しく ないのがインフルエンザです。

@ 


